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200９年3月期第３四半期決算説明会

200９年２月１０日
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2009年3月期第３四半期決算の概要
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2009年3月期第３四半期のハイライト

メディア事業

データベース事業

●ＷＥＢメディア事業が伸展
・08年12月度の月間ユニークユーザー数は1,330万６千人。前年同月比35.7％増。当第３四半期が四半期ごとの
推移で過去最高。エンタテインメント系ニュースの提供の強化、並びにコンテンツの拡充を進めたことが奏功。

・ＷＥＢ広告の第３四半期累計の売上高は、前年同期比31.7％増と拡大。

・顧客満足度（ＣＳ）ランキングの23ジャンル中16ジャンルについて、年一回の更新を08年12月1日に実施。同日、

アワードの授与式を開催。

●着うたフル・着うたの販売が好調

・着うたフル・着うたの第３四半期累計の売上高が前年同期比43.7％増と拡大。着メロの減収減益分を補って、

モバイル事業全体で増収増益。

・08年9月からユニバーサル ミュージックおよびエイベックスの配信楽曲が大幅に充実し、販売がさらに拡大。

●音楽系雑誌が堅調に推移
・07年10月に休刊した「キッズスタイル」を除き、現行の3誌で比較すると、売上高は前年同期比4.4％増。

●「ORICON BiZ ONLINE」の立ち上げ

・09年3月に新サービスを開始するべく、システム開発を進め、これまで週間単位で提供していた全国推定売上

枚数をデイリーで発表できる体制を構築。 同時に、調査協力店の拡充にも注力。



3

連結損益計算書

増減

504

548

137

174

▲ 258

▲84

▲618

▲702

金額

－486

（13.0％）

▲62

（▲1.4％）

税金等調整前
四半期純利益

335

（9.0％）

284

（7.6％）

392

（10.5％）

1,223

（32.8％）

1,616

（43.3％）

2,118

（56.7％）

3,734

（100％）

09年３月期

３Ｑ累計

－

93.2％

79.8％

▲17.4％

▲4.9％

▲22.6％

▲15.8％

増減率

08年３月期

３Ｑ累計（単位：百万円）

▲169

（▲3.8％）
四半期純利益

147

（3.3％）
経常利益

218

（4.9％）
営業利益

1,481

（33.4％）
販管費

1,700

（38.3％）
差引売上総利益

2,736

（61.7％）
売上原価

4,436

（100％）
売上高

売上高の主な変動要因

「増収要因」

・WEB「ORICON STYLE」広告［196百万円増（31.7％増）］

・着うた、着うたﾌﾙ［205百万円増（43.7％増）］

「減収要因」

・連結除外となった子会社２社の影響［976百万円減］

・着メロ［153百万円減（21.4％減）］

・雑誌「キッズスタイル」休刊による影響［90百万円減］

売上高の主な変動要因

「増収要因」

・WEB「ORICON STYLE」広告［196百万円増（31.7％増）］

・着うた、着うたﾌﾙ［205百万円増（43.7％増）］

「減収要因」

・連結除外となった子会社２社の影響［976百万円減］

・着メロ［153百万円減（21.4％減）］

・雑誌「キッズスタイル」休刊による影響［90百万円減］

営業利益の主な変動要因

「増益要因」

・WEB「ORICON STYLE」広告の増益［146百万円］

・着うた、着うたﾌﾙの増益［66百万円］

・連結除外となった子会社２社の影響［106百万円］

「減益要因」

・データベース事業の拡充のための先行投資［59百万円］

・着メロの減益［27百万円］

・内部統制関連費用などの管理系費用増［70百万円］

営業利益の主な変動要因

「増益要因」

・WEB「ORICON STYLE」広告の増益［146百万円］

・着うた、着うたﾌﾙの増益［66百万円］

・連結除外となった子会社２社の影響［106百万円］

「減益要因」

・データベース事業の拡充のための先行投資［59百万円］

・着メロの減益［27百万円］

・内部統制関連費用などの管理系費用増［70百万円］

主な特別利益

・oricon ME 株式売却益［151百万円］

・連結除外となったORICON CNS INC.に関わる為替差益
［63百万円］

主な特別利益

・oricon ME 株式売却益［151百万円］

・連結除外となったORICON CNS INC.に関わる為替差益
［63百万円］
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▲15.8％

▲100.0％

5.3％

▲4.6％

41.8％

43.7％

▲21.4％

8.2％

▲87.2％

31.7％

▲36.4％

▲12.2％

増減率

▲702

▲254

19

▲48

56

205

▲153

108

▲722

196

▲526

▲467

金額

増減

0254フランクリン・ミント事業1)

4,436

363

1,054 

134

469

714

1,317

828

618

1,446

3,818

08年3月期

３Ｑ累計

売上高合計

データベース事業

メディア事業

雑誌事業2) ※

モバイル事業2)

WEBメディア事業

情報系サイト、サイト制作受託

着うた・着うたフル

着メロ

ORICON CNS1)

ORICON STYLE 広告

3,734

382

1,006

190

674

561

1,425

106

814

920

3,351

09年3月期

３Ｑ累計（単位：百万円）

セグメント別売上高内訳

※07年10月に休刊した「キッズスタイル」の売上高90百万円を除いて比較すると42百万円増（4.4％増）

1)フランクリン・ミント株式会社は08年3月期第２四半期に、ORICON CNS INC.は09年3月期第１四半期にそれぞれ連結除外済み。

2) 09年3月期より音楽情報サイトの売上を「着メロ」から「その他サービス」に移管。 携帯電話向けサイト「デ・ビューしようよ」の売上を「雑誌事業」から「モバイル事業」の

「情報系サイト、サイト制作受託」に移管。 08年3月期の数値は09年3月期と同じ区分け方法で算出。
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1201,2921,172投資その他

336710374株主資本

▲1079116評価・換算差額等合計

77289212少数株主持分

3071,010703純資産合計

▲643

430

▲214

3

38

15

▲84

92

増減

2,7622,332流動負債

2,9533,167負債合計

30繰延資産

463425無形固定資産

177162有形固定資産

191834固定負債

2,0272,111流動資産

3,9633,870資産合計

09年3月期３Ｑ末08年3月期末

■流動資産の減少は、ORICON CNS INC.の売掛金が同社の連結除外によって計上されなくなったことが主な要因。

■有利子負債の削減を進め、前期末2,347百万円から2,162百万円に減少（185百万円の削減）。

■株主資本の増加は、四半期純利益を計上したことが主な要因。

■自己資本比率が、12.7％から18.2％に上昇（5.5ポイントの増加）。

連結貸借対照表

（単位：百万円）
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0

1,083
1,000

500

1,500
（百万円）

0

71

150

100

200
（百万円）

50

売上高

営業利益

1,113 1,157 1,177 1,136 1,191
1,300

148
121

74

141
163

92

1Q        2Q        3Q       4Q        1Q        2Q        3Q

08年3月期 09年3月期

08年3月期と比べ、

・内部統制関連費用の管理系費用の増加

・データベース事業の拡充のための先行投資が発生

業績の推移（ORICON CNSとフランクリン・ミントを除いた数値）
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通期業績の見通し

▲60083.8％400335当期純利益

5371.0％400284経常利益

19076.9％510392営業利益

5,82472.6％5,1403,734売上高

（ご参考）

前期通期実績
進捗率通期予想

３Ｑ累計期間実績

（08年4月～12月）（単位：百万円）

■ＷＥＢメディア事業の収益の源泉であるサイトの来訪者数が第４四半期に入っても好調に推移。

■着うたフルのダウンロードも堅調。

■各事業における原価および営業費用が依然、抑えられて推移。

■09年3月サービス開始の「ORICON BiZ ONLINE」は通期予想において立ち上げ費用のみを計上し、売上は

計画に盛り込んでおらず。

⇒新サービスの収益は、2010年3月期より連結業績に寄与する見通し。

（注）本資料に記載した業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。
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トピックス①：WEBメディア事業の状況
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ＰＣ向けサイト月間ユニークユーザー数の推移
（ネットレイティングス・サイトセンサス調べ）

（万人）

1,500

1,000

500

0

WEBサイトの着実な成長

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月
06年 07年 08年 09年
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「ORICON STYLE」広告売上推移

（百万円）

上期 下期 上期 下期 上期 下期（３Ｑ実績＋４Ｑ計画）

07年3月期 08年3月期 09年3月期

「ORICON STYLE」広告売上の着実な増加

ＣＳランキング連動型広告

ＣＳランキング連動型広告

以外の広告商品

「Yahoo!JAPAN」および「mixi」へのエンタテインメント

系ニュースの提供を継続的に強化。

収益の源泉であるサイト来訪者数が確実に増加し、

サイトの成長が持続。これに伴って、広告販売も堅調

に推移。09年3月期３Ｑ（10月～12月）は前年同期

比25.3％増。

ＣＳランキング連動型広告が着実かつ安定的に収益

を拡大。タイアップ型広告も着実に受注。

今後も、コンテンツの拡充とサイトのリニューアルを継続

的に実施。特に、ユーザー参加型コンテンツの拡充に

注力。
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顧客満足度（ＣＳ）ランキング連動型広告

■2008年12月1日、現在運営している23ジャンル中16ジャンルについて、年に一度の更新を実施し、

新ランキングを発表。同日、1位を受賞された企業の関係者をお招きして表彰式を開催。

⇒今後ともアワードの授与を継続的に行い、マスコミ報道などを通して、「オリコンＣＳランキング」の

社会的認知を高め、収益性を向上させて参ります。

・エステティックサロン

・メンズエステ

・通販コスメ

・ダイエット食品

・サプリメント

・フィットネスクラブ

・審美歯科

・居酒屋チェーン

・ファミリーレストラン

・オンラインゲーム

・人材派遣

・人材紹介

・英会話スクール

・塾・予備校（中学受験）

・塾・予備校（大学受験）

・自動車保険

・ネット証券

・引越し

・インターネットプロバイダー

・クレジットカード

・マンションブランド

・戸建ブランド

・病院ランキング

（計23ジャンル）

現在のＣＳランキング

1位を受賞された企業の皆様
パネルディスカッション「消費不安の中でのサービス産業の見極め」

■2月に「宅配ピザ」を新ジャンルとして追加。継続的にジャンルの拡大を図るため、数ジャンルに

ついて予備的調査を開始。

■ランクインした企業から、アンケート調査の結果をデータ提供して欲しいとの依頼が増加。

調査結果を分析・加工し、データ提供を個々で実施。
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増加する「オリコンＣＳランキング」利用事例
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さらに
改良

現行 改良案

顧客満足度（ＣＳ）調査の改良[高度化]

px

x
x

M 
2

1

設問項目

満足度満足度

pp xwxwxwx ++= L2211  

・満足度は、各設問の評価の平均に加重平均

により統合化して算出。

・各設問の重視度は、重視度を尋ねた別の

設問の回答結果の集計により算出。

( )
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1 1 2 2 1 1 2 2 
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　　 項目 の因子得点ウエイト

　　：　企業の非標準化満足度スコア

px

x
x

M 
2

1

設問項目

満足度満足度
ロイヤ
ルティ
ロイヤ
ルティ

再利用意向 1y

お勧め度 2y

・満足度→ロイヤルティの因果関係も考慮

・満足度は、各設問の評価の潜在変数のスコアとして算出

・満足度指数構造方程式によって、同時に構造（重視度）を推定

■実施中の慶應義塾大学との産学連携の共同研究において、さらなる改良案を検討。

■各企業へのデータ販売・コンサルティングを視野に入れ、顧客評価データ解析の高度化を推進。
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トピックス②：データベース事業の拡充
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今回のデータベース事業拡充のポイント

①調査協力店の大幅な拡充（3,020店→4,000店超）

②全国推定売上枚数、およびそれに基づくランキングを

デイリーで発表開始（現在は、週間単位で発表）

③オンラインサービス「ORICON BiZ ONLINE」を開始

ＩＤ・パスワードの管理を徹底

（１ブラウザー⇔１ＩＤ・パスワード）
（現行のサービス） （新サービス）
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調査協力店の大幅な拡充

3,020店

4,000店超

【全国シェア】

音楽ソフト：約68％

映像ソフト：約64％

書籍：約40％

山野楽器、新星堂、玉光堂、タワーレコード、HMV、

TSUTAYA、すみや、WAVE、JEUGIA etc

ヤマダ電気、上新電機、石丸電気、ラオックス、さくらや、

etc

アマゾン、楽天ブックス、７ & Y、７ドリーム、EBS、

ネオ・ウィング etc

アニメイト、とらのあな、ライカエジソン、ブランドエックス

etc

紀伊国屋書店、丸善、三省堂、八重洲ブックセンター、

くまざわ書店、フタバ図書 etc

メディアストア

家電量販店

ＥＣ

ジャンル専門店

書店

店舗数が増加していることはもちろん、多様な

店舗形態・流通形態からバランス良く販売データ

を収集することで、より精度の高いデータを実現

大手コンビニエンスストアをはじめとする複数の店舗との交渉を継続し、さらなる調査店舗の拡充を推進
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「ORICON BiZ ONLINE」の特徴

●調査協力店を大幅に拡充（今後、さらに拡充）

●全国推定売上枚数・ランキングをデイリー化

●ジャンル別、都道府県別、流通形態別など

分析データを充実

（従来の「真大樹」より、ジャンル・エリアを細分化）

●全体のセールス動向の他、ご契約いただいて

いるメーカー個別のセールス動向データを提供

●書籍カテゴリーを追加

●ＩＤ・パスワードの管理を徹底

09年3月3日よりサービスを開始

来期より当新サービスの収益が業績に寄与
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この資料に掲載されている今後の戦略・見通し等に関わる情報は、本資料の作成時点において、当社が合理

的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で為した判断に基づくものです。しかしながら現実に

は、通常予測しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載

の見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。 
当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努

めて参りますが、本資料記載の見通し等のみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになら

れるようお願いいたします。

オリコン株式会社

IR用ホームページ http://www.oricon.jp/


